
官
庁
報
告

水
系
名

河
川
名

区
域

自
動
車

信
濃
川
信
濃
川

（
千
曲

川
を
含

む
。）

右
岸
長
岡
市
下
下
条
町

字
中
瀬
二
丁
目
３

番
の
1
1地
先
の
標

柱
１
号
か
ら

大
型
自

動
車
大
型
特

殊
自
動

車
右
岸
同
市
天
神
町
字
東

八
反

3
9
1番
の
２

地
先
の
標
柱
２
号

ま
で
の
堤
防
の
土

地
の
区
域

平成™˜年˜™月˜Ÿ日 金曜日 (号外第™�Ÿ号)官 報

官
庁
事
項

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

信
濃
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い

て
、
昭
和
4
5年

1
2月

2
6日
付
け
北
陸
地
方
建
設
局
公
示
で

指
定
し
た
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
4
0年
政
令
第
1
4号
）
第

1
6条
の
４
第
１
項
第
３
号
の
区
域
及
び
自
動
車
の
う
ち
、

次
の
指
定
を
解
除
し
、
平
成
2
1年

1
2月

1
8日
か
ら
施
行
す

る
。平
成

2
1
年

1
2
月

1
8
日

北
陸
地
方
整
備
局
長
前
川
秀
和

国
家
試
験

土
地
家
屋
調
査
士
試
験
合
格
者

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和

2
5年
法
律
第

2
2
8号
）
第

６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
2
1年
度
土
地
家
屋
調
査

士
試
験
（
平
成
2
1年
８
月
2
3日
筆
記
試
験
施
行
、
同
年
1
1

月
９
日
口
述
試
験
施
行
）
に
合
格
し
た
者
の
氏
名
を
次
の

と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
1
年

1
2
月

1
8
日
法
務
大
臣
千
葉
景
子

受
験
地
東
京

5
0
0
1

山
口
雅
史

5
0
0
3

笹
原

潤
5
0
1
5

上
野
博
¤

5
0
2
8

大
谷
内
利
昭

5
0
3
0

小
林
政
貴

5
0
4
2

深
谷
正
道

5
0
5
8

秋
山

太
5
0
9
1

塚
本
欣
也

5
0
9
4

伊
藤
達
郎

5
1
1
5

秦
伸
一

5
1
2
4

篠
Ä

譲
5
1
2
9

野
口
佳
助

5
1
3
1

渡
è
輝
夫

5
1
5
7

佐
藤
太
士

5
1
6
3

若
松

篤
5
1
7
0

松
田

淳
5
1
7
3

木
内

聡
5
2
1
8

田
中

昇
5
2
2
1

阿
部
克
己

5
2
2
7

小
松
久
則

5
2
2
8

田
口
昌
志

5
2
3
7

五
十
嵐
一

5
2
3
8

川
原
洋
一

5
2
4
2

飯
島

効
5
2
4
4

大
浦

篤
5
2
7
3

土
田
貴
匡

5
2
8
2

瀬
川
智
気

5
2
8
4

渡
Ä
貞
雄

5
3
1
3

松
Ä
光
太
郎

5
3
1
8

常
行
将
司

5
3
3
2

瀧
å
惠
久
雄

5
3
3
6

宮
本
真
信

5
3
4
0

井
上
利
雄

5
3
4
4

北
原
紀
男

5
3
4
5

大
多
和
弘
一

5
3
8
5

小
野
桂
典

5
3
8
7

岡
本
圭
七

5
3
9
1

小
林
康
祐

5
4
0
6

井
上

章
5
4
2
7

野
口

剛
5
5
0
0

入
谷
宗
輔

5
5
0
1

椎
根
一
雄

5
5
1
8

千
葉
洋
志

5
5
3
3

大
塚
智
則

5
5
3
5

渡
Ä

元
5
5
4
5

佐
浦
秀
己

5
5
5
1

清
正
和

5
5
5
8

柳
井
英
隆

5
5
6
4

小
川
哲
也

5
5
6
5

小
坂
祐
司

5
5
6
7

玉
井
麻
美
子

5
5
7
3

須
田
直
昭

5
5
7
5

山
室
祥
子

5
5
9
0

石
井
麗
子

5
6
0
1

岩
Ä

誠
5
6
0
2

中
山
雅
之

5
6
1
3

北
嶋
哲
哉

5
6
5
4

大
嶋
敏
雅

5
6
5
7

浅
川
泰
雄

5
6
6
0

乾
悟

5
6
6
5

松
浦
竜
之
介

5
6
7
0

大
金
知
弘

5
6
7
4

中
島
晶
代

5
6
7
8

ˆ
橋

顕
5
6
8
7

渋
谷
穂
高

5
6
9
2

松
井
康
二

5
6
9
6

五
月
女
伸
介

5
7
3
2

佐
久
間
悠
人

5
7
3
3

小
宅
久
史

5
7
4
1

櫻
井
文
人

5
7
4
6

室
屋
徹
也

5
7
6
5

棚
澤
顕
浩

5
8
6
2

岡
田
弘
之

5
8
8
0

佐
藤
建
夫

5
8
8
3

白
井
浩
之

5
8
8
7

原
卓
矢

5
9
2
6

清
水
博
久

5
9
3
1

野
村
直
樹

5
9
3
7

山
田

暁
5
9
5
0

小
俣
匠
造

5
9
5
6

神
谷

誠
5
9
6
3

大
森
孝
男

5
9
6
8

滝
口
督
人

5
9
7
3

宮
嵜
晋
矢

5
9
9
5

原
嶋

渉
6
0
0
2

染
谷
和
良

〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

中
国
地
方
整
備
局
長

福
田

功

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

百
八
十
八
号

岩
国
市
青
木
町
三
丁
目
一
二
三
〇
番
か
ら
同
市
保
津
町
一
丁
目
一

九
〇
番
二
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山

口
河
川
国
道
事
務
所

〃

岩
国
市
保
津
町
一
丁
目
一
九
〇
番
四
か
ら
同
市
保
津
町
一
丁
目
一

八
五
番
一
ま
で

〃

〃

岩
国
市
保
津
町
一
丁
目
一
八
五
番
五
か
ら
同
市
保
津
町
一
丁
目
一

九
九
番
一
ま
で

〃

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

中
国
地
方
整
備
局
長

福
田

功

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

五
十
三
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鳥
取
市
吉
成
字
東
井
手
越
七
一
五
番
一
か
ら
同
市
吉
成
字
大

橋
詰
六
三
三
番
二
ま
で

前後

一
四
・
〇
〇
〜
一
七
・
〇
〇

一
五
・
五
〇
〜
二
六
・
五
〇

〇
・
一
九
五

〇
・
一
九
五

a

図
面
縦
覧
場
所

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鳥
取
河
川
国
道
事
務
所

〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

中
国
地
方
整
備
局
長

福
田

功

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

五

十

三

号

鳥
取
市
吉
成
字
東
井
手
越
七
一
五
番
一
か
ら
同
市
吉
成
字
大
橋
詰

六
三
三
番
二
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鳥

取
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

百
九
十
二
号
及

び
三
百
十
八
号

徳
島
市
国
府
町
観
音
寺
字
井
ノ
尻
二
三
八
番
五
地
先
か
ら
同
市
国

府
町
観
音
寺
字
井
ノ
尻
二
三
八
番
五
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
徳

島
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
一
号

平
成
十
三
年
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
八
号
（
渡
川
水
系
四
万
十
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
件
）
に
よ
り
定
め
た
渡
川
水
系
四
万
十
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
変
更
し
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び

水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
中
村
河
川
国
道
事
務
所
に
備
え
置
き
、
閲
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

™Ÿ
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